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2. 要約 
 大槻喬は、中小規模で独立した電力会社により運用されていた日本
の電力事業の黎明期にあった 1920 年代初頭に、送配電技術の理論を
構築し、ヨーロッパ、米国に出張し海外の電力技術の状況も調査した。
帰国後、送配電工学の研究に成果をあげるとともに電気工学の教育に
力を入れた。架空送電線における接地特性の解析・線路定数の算出法、
電力用遮断器技術を中心に研究を進めた。1969 年に電気学会会長に就
任したが、任期の途中で逝去された。 
 
3. 研究業績 
3.1 「長距離送電線における消弧リアクトル接地の特性」 
 送電線の地絡事故において故障点で発生したアーク放電は、消弧リアクトルを用いて中性点を接地し
ておくと、線路の静電容量との共振で電流が零となり消滅させることができる。これはペーターゼン接
地線輪と呼ばれる。この接地方式の動作特性を解析的に解き、その成果を、1924 年および 1925 年に続
けて発表した(1,2)。従来は送電線を集中定数の回路としていたが、分布定数線路として解析的に扱い、接
地特性の一般式を導いた。負荷、第三高調波の影響にも言及し、長距離送電線の接地に関する設計指針
を示し、送電技術に貢献した。 
 
3.2 「三相２回線の線路定数の算定式」 
 送電特性を求めるには線路定数が必要である。大槻は三相２回線の送電線の線路定数のうち静電容量、
誘電係数の算定式を 1932 年の論文で示した(3)。さらに 1965 年、送電線の配置は対称であることからマ
トリクスを用いた新しい算定法を確立した(4)。 
 
3.3 「電解液電力遮断器の開発」 
 電力用遮断器の消弧媒体として、1930 年代には水、空気、不燃性物質が検討されていた。大槻らは電
極として電解液を用いることに着目し、電解液遮断器の可能性を実証した。電解液は硫酸銅溶液を用い
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て、可動電極と電解液面との間で生じるアークが電極間の増加とともに消滅させることに成功した。遮
断器の試作品では電圧が 6000Vでも消弧する結果を得た(5)。 
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